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クラス：C グループ：4 選んだケース：ケース② 

 

１．レディネスとニーズ分析 

１）ケース 
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【本コースにおけるニーズ領域】 

どんな場面 

 就労場面 

  作業現場（就業中） 

  作業現場（休憩中） 

  △休日外出先 

 

どのような目標 

 安全かつ楽しく仕事ができるようにする 

  ルール、安全衛生等の指示を理解する 

 職場の日本人と交流できるようにする 

  身近な場面で簡単なやりとりをする 

△地域の日本人と交流できるようにする 

 

どの言語活動をどの程度まで 

 作業現場での指示が複文でも大体理解することができる。 

 作業現場での作業行程を理解することができる。 

 作業現場での安全衛生についての指示内容を理解することができる。 

△休憩中に身近なことに関する会話ができる。 

△日常生活で、身近なことに関する情報交換について日本人とやりとりできる。 

 

△日常生活で、学習者自身の関心があることについて話すことができる。 

 

 

２．シラバスデザイン 

１）コースの方針 

実践的な会話を重視し、作業現場での指示に対して、適切な反応ができる人を育てる。 

日本語が話せると楽しいと感じる授業づくりを目指し、自発的にコミュニケーションを取る人を育てる。 

 

２）コースの目標 

 １.業務内容、ルール、安全衛生等の指示を理解し、適切な反応をすることができる。 

 ２.職場の同僚と日常的な話題を話すことができる。 

 

３）シラバス 

学習項目 目標 

業務に関する基本的な日本語 

 

専門分野に関する日本語 

 

日常生活の日本語 

ルール、安全衛生等の説明がわかるようになる。 

 

長めの業務指示がわかるようになる。 

 

職場の人や周りの日本人と簡単なコミュニケーショ

ンが取れるようになる。 
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４）評価方法 

評価項目 評価方法 

言語知識 筆記テスト 

1 毎回小テスト（主に前回までの既習語彙を問う筆記試験１０問程度） 

2 期末テスト（これまで実施してきた語彙や表現を問う筆記試験５０問程度） 

話す（やりとり） ルーブリック評価表を点数化 

1 （1か月に 1回程度）指定した項目をロールプレイ 

2 （最終回）ロールカードを用いたロールプレイによる期末テスト 

 

 

３．カリキュラムデザイン（学習計画および学習目標） 

 

授業時間数 

水曜（1時間）・土曜（2時間）の計 3時間を一単元の進度とし、４ヶ月１６週３２回で１６単元の進度と

する。 

単元 授業内容・教室活動 目標 教材番号・使用箇

所 

1 指示・表示理解 

・水曜と土曜の計 3時間を一単元とし

て進める。 

 

水曜日 

前週の復習と単語テスト 

単元ごとのフォームの導入 

土曜日  

前週の復習と単語テスト 

ロールプレイ。 

各自が学習チェックシートを用いて自

己評価。 

危険な行為に対する注意を理解して、

反応することができる。 

表示についての説明を理解すること

ができる。  

表示の意味がわからないとき、説明を

求めることができる。 

１） 

『げんばのにほん

ご』（農業関係職

種） 

2、３課 

 

２ 勤怠管理 

 

遅刻をしたときに理由を言って、謝る

ことができる。 

早退や有給休暇取得の許可をもらう

ことができる 

１）同４課 

３ 安全 安全に行動するために、注意を聞いて

理解できる。 

異常に気づいたら、すぐ指導員に報告

１）同５課 
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することができる。  

４ 服装確認 

ロールプレイテストとフィードバック 

 

服装や作業について、問題がないか確

認することができる。 

忘れ物をしたことを報告することが

できる。 

１）同 6課 

５ 緊急事態  

 

火事が起きたとき、すぐに周りに知ら

せることができる。 

けがをしたことを報告することがで

きる。 

１）同 7課 

６ 天気 その日の天気と作業について理解す

ることができる。  

天気や気温の変化を報告し、次の作業

を確認することができる。 

１）同 8課 

７ 色や状態の識別 作物の状態について、聞いて理解する

ことができる。 

作物の状態について、描写することが

できる。 

１）同 9課 

８ 計測・軽量 

 

ロールプレイテストとフィードバック 

 

温度などの数字を読み、伝えることが

できる。 

あいまいな指示に対して、具体的に尋

ねることができる。 

１）同 10課 

９ 運搬 他の人と声をかけあって、荷物を運ぶ

ことができる。  

指示がよく聞き取れなかったとき、聞

き返すことができる。  

１）同 11課 

10 

 

整理 整頓  道具の片づけ方を聞いて、適切に片づ

けることができる。 

不具合のある道具を見つけたとき、報

告することができる。 

１）同 12課 

11 

 

植え付け  言葉の意味がわからないとき、言い換

えたり、動作で確認したりすることが

できる。 

作業内容を忘れたとき、もう一度教え

てほしいとお願いすることができる。 

１）同 13課 

12 

 

栽培管理  

 

作業するまえに、不明点を確認するこ

とができる。 

１）同 14課 
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ロールプレイテストとフィードバック 

 

作業の目的について、質問することが

できる。 

13 収穫・出荷 作業の期限を尋ねることができる。 

その日に行った作業について、報告す

ることができる。 

１）同 15課 

14 生活会話１ 予定やしたことについて話すことが

できる。 

ノンバーバルコミュニケーションを

伴ってやりとりすることができる。 

２） 

『あたらしいじっ

せんにほんご』10

課 

15 生活会話２ 知り合いや友だちをさそうことがで

きる。 

誘われたときに適切な返答ができる。 

２） 

『あたらしいじっ

せんにほんご』14

課 

16 期末テスト 

ロールプレイテストとフィードバック 

 

水曜日 第４回のロールプレイテス

トと期末テストの説明 

土曜日 語彙知識の筆記テストとロ

ールカードを使ったロールプレイテ

スト。 

 

 

教材 

教材番号 教材名 著者 出版社 

１） 『げんばのにほんご』 

（農業関係職） 

外国人技能実習機構 スリーエーネットワ

ーク 

２) 『あたらしいじっせんにほんご 

技能実習編』 

公益社団法人国際国語普及協会 公益社団法人国際国

語普及協会 

以上 


